
 

 

６月定例会等の傍聴及びアンケート集計結果について  

 

１ 趣 旨  

平成２８年第１回臨時会・６月定例会の標記の結果について報告するものです。  

 

２ 傍聴者数（協議会含む） 

開催日 
５月 

16日 

６月 

13日 

６月 

20日 

６月 

21日 

６月 

22日 

６月 

23日 

６月 

24日 

６月 

29日 
合計 

本会議 ０人 ６人 35人 35人 54人 ― ― ２人 133人 

委員会 ― ― ― ― ― ２人 ５人 ― ７人 

 

３ アンケート集計結果 

 ⑴ 本会議 

人数・割合 

質問項目 
回答者数 人 割合 ％ 

性 別 
男性 ３８ ７４.５ 

女性 １３ ２５.５ 

年 齢 

～１９歳  ０     ０ 

２０～３９歳  ３  ９.１ 

４０～５９歳 １３ ３９.４ 

６０～７９歳 １７ ５１.５ 

８０歳～  ０     ０ 

傍聴回数 

はじめて １４ ４３.８ 

２回～４回目 １４ ４３.８ 

５回目以上  ４ １２.４ 

傍聴の動機や目的 

議会や市政に関心がある ２４ ４７.１ 

議案や質問内容に関心がある １８ ３５.２ 

議員に誘われた  ５  ９.８ 

所属団体や知人に誘われた  ３  ５.９ 

その他  １  ２.０ 

議員の発言について

（質問や意見） 

よくわかった １２ ４１.４ 

だいたいわかった １７ ５８.６ 

よくわからなかった  ０     ０ 

市長や職員の発言に

ついて（答弁や説明） 

よくわかった  ６ ２１.４ 

だいたいわかった １９ ６７.９ 

よくわからなかった  ３ １０.７ 



 

 

 ⑵ 委員会 

人数・割合 

質問項目 
回答者数 人 割合 ％ 

性 別 
男性  １ １００.０ 

女性  ０       ０ 

年 齢 

～１９歳  ０       ０ 

２０～３９歳  ０       ０ 

４０～５９歳  ０       ０ 

６０～７９歳  １ １００.０ 

８０歳～  ０       ０ 

傍聴回数 

はじめて  ０       ０ 

２回～４回目  ０       ０ 

５回目以上  １ １００.０ 

傍聴の動機や目的 

議会や市政に関心がある  ０       ０ 

議案や質問内容に関心がある  ０       ０ 

議員に誘われた  ０       ０ 

所属団体や知人に誘われた  ０       ０ 

その他  １ １００.０ 

議員の発言について

（質問や意見） 

よくわかった  ０       ０ 

だいたいわかった  ０       ０ 

よくわからなかった  １ １００.０ 

市長や職員の発言に

ついて（答弁や説明） 

よくわかった  ０       ０ 

だいたいわかった  ０       ０ 

よくわからなかった  １ １００.０ 

 

４ 傍聴者からの意見等 

 ⑴ 本会議 

＜傍聴の動機や目的について（その他）＞ 

・勉強のため。 

＜議員の発言について＞ 

・○○議員の説明が市民にもわかりやすくてとても良かった。 

・具体的な事例やエピソードを交え、わかりやすかった。何をするべきか核心をついた

意見だった。 

 

 



 

 

＜市長や職員の発言について＞ 

・結論は言えなくとも、議員の質問にもっと柔軟に答えて欲しい。地震や子供の問題な

どに対して危機感がなさそうである。 

＜自由意見＞ 

・水分補給くらいはさせて欲しい。 

・質問と答弁がやや冗長である感がある。 

・パソコンで発言を打ち込んでいる人がいるが、私語と同様に周りの傍聴者にとって迷

惑なので、規制をしてほしい。 

・ＪＲ松本駅の景観はとても気になっていたので、○○議員の意見、要望に共感した。

是非、品格のある「松本の顔」となるような松本駅に変えていってほしい。とてもわ

かりやすくて良かった。 

・時代に合った市政を松本市議会へ要望する。議会や市職員と民間のコミュニケーショ

ンを増やせば、市民に沿った松本市になると思う。○○議員のように自らの行動力か

ら市民の声を聞いていただきたい。一方的ではなく、若者の主体者意識を高めるよう

な施策をもって時代の遅れを早急に取り戻していただきたい。○○議員が子供の貧困

の実態調査の質問をされましたが、松本市の調査状況が徹底されていないことにびっ

くりした。民間との連携や生の声を聞いて、先を考えた議会を実現してほしい。 

 

 ⑵ 委員会 

＜傍聴の動機や目的について（その他）＞ 

・議員の存在意義 

＜議員の発言について＞ 

・常日頃から行政のチェック機能不足 

＜市長や職員の発言について＞ 

・勉強不足。計画等が全体、将来を考えていない。指定管理者等の現場の確認が不足し

ている。 

＜自由意見＞ 

・２０２５年問題はすでに始まっている。社会を支える人口が減る一方で支えられる人

は急増し、問題が多発する現状でありながら、備えがあまりにも不十分。シルバーから

ゴールドへそしてプラチナ世代へと表現だけは真逆の言葉を駆使しても、解決は困難と

感じる部分が多岐にわたる。 


